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2017年 9月 12日 

慶應義塾大学體育會蹴球部 

 

 

 

慶應義塾大学體育會蹴球部は２０１７年の本格的なシーズンインを目前に控えた９月９日（土）、地域の小学生や

その保護者を横浜市日吉の慶大ラグビーグランドに招き、「シーズンキックオフイベント２０１７」を開催し、約２３０人が集

まりました。 

 

今年度から新たに始めたこのイベントでは、佐藤大樹主将が「夏合宿で東海大学に勝利し、成長を実感できた。大

学日本一を達成し、地域の皆様方に恩返しをしたい」と今シーズンの抱負を述べました。続いて、金沢篤ヘッドコーチが

「１年目はアタック、２年目はディフェンスを強化し、３年目の今年はベースがしっかりしてきて、前を見て判断するトレーニ

ングを重ねてきた。春季リーグ戦では全勝、夏合宿でフィジカルの強い東海大学と互角に渡り合い、自分たちのラグビー

で勝利できた。これから日吉で他大学をしのぐ厳しい練習をして、まず９月２４日の筑波大学に勝利し日本一を目指す」

と力強く宣言しました。 

 

～新潟県佐渡市との連携によるチーム強化～ 

佐渡米パワーで目指せ大学日本一！ 

慶大ラグビー部、シーズンキックオフイベント開催 
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また、今年から新潟県佐渡市より提供されている「佐渡米（＝トキと暮らす郷認証米）」（２０１７年度２ .１トン）ほか

の贈呈式が行われました。贈呈式では三浦基裕佐渡市長が「野生のトキが２８０羽飛び交う佐渡の自然の中で育ま

れた佐渡米は魚沼産コシヒカリに負けない味だと自負している。これまで大学スポーツとの交流はしてこなかったが、慶大

ラグビー部との交流をスタートにスポーツ交流を図りたい。米パワーが慶大ラグビー部の日本一復活の礎になって欲しい」

と述べました。ＪＡ佐渡の齊藤孝夫会長は「農薬の少ない米づくりに１０年以上取り組み、今では２８０羽のトキが舞うよ

うになった。稲刈りの後にはトキが群れをなして飛んでいる。心を込めて作った佐渡産コシヒカリにより、慶大ラグビー部の

成績が上がることを祈っている」と語りました。慶大ラグビー部ではお米プロジェクトなどにより、強豪校に比し体格で劣る

ものの小粒ながら大型選手に負けない体作りを目指しており、佐渡米の提供は願ってもない申し出でした。 

 

会場ではこのお米で握ったおむすびの試食会があり、ちびっ子たちがおいしそうにおむすびを頬張っていました。イベント

の最後には現役学生・指導陣による「小学生ラグビークリニック」も開催し、地元の日吉の小学生との交流を図りまし

た。 

 

一方、ラグビー部合宿所内では特別対談として、三浦基裕佐渡市長と渡瀬裕司ＧＭの対談が行われました。進行

役はスポーツジャーナリストの生島淳氏。佐渡市が慶大ラグビー部に佐渡米を提供することになった経緯、自然に合わ

せた有機的な栽培方法により育まれた佐渡米のおいしさの秘密、ラグビー選手にとってのお米の重要性、高齢者の多

い佐渡市でのスポーツを取り入れた健康維持プログラム、慶大ラグビー部の佐渡遠征への期待などを語りました。最後

に三浦佐渡市長から「佐渡米を食べた慶大ラグビー部の選手が佐渡米は美味しいと言ってくれるだけでうれしいが、副

賞として慶大ラグビー部の日本一がついてくればなお一層うれしい」と締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

シーズンキックオフイベント 2017 事務局 

（慶應義塾大学體育會蹴球部合宿所内：担当正木・荒川） 

E-MAIL：keiorugby1899@kurfc.com 

TEL：045-561-2136 
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